
「地域の足「地域の足」」
を守  を守るる
４月から
コミュニティバスの
運行体制が変わりました

◎お問い合わせ

　市役所企画政策課（緯６６２崖７６０２）

　
市
で
は
、
路
線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
す
る
た

め
に
路
線
バ
ス
運
行
会
社
に
対
し
て
補
助
金
を

支
出
す
る
と
と
も
に
、
路
線
バ
ス
だ
け
で
は
カ

バ
ー
で
き
な
い
地
域
や
公
共
交
通
の
空
白
地
域

に
お
い
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
を
運
行

し
、
総
合
計
画
に
基
づ
い
て
市
民
の
日
常
生
活

を
支
え
る
交
通
手
段
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
バ
ス
運
行
を
維
持
す
る
う
え
で
、

「
面
積
が
広
大
な
う
え
に
谷
筋
に
沿
っ
て
集
落

が
散
在
し
て
い
る
た
め
バ
ス
利
用
者
が
ま
ば
ら

に
な
り
が
ち
で
輸
送
効
率
が
悪
い
」「
市
の
中
心

部
に
あ
る
施
設
ま
で
距
離
が
あ
る
た
め
運
行
経

費
が
高
く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
難
し
い
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
　
月
に
養
父
市
地
域
公

１９

１０

共
交
通
会
議
（
北
本
健
一
郎
会
長
、
委
員
　
人
）

１９

を
、
平
成
　
年
４
月
に
養
父
市
地
域
公
共
交
通

２０

活
性
化
協
議
会
（
会
長
、
委
員
数
は
同
じ
）
を

設
置
し
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
働
に

よ
っ
て
今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
調

査
・
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
養
父
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
今
後
の

公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
と
し

て
次
の
３
点
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

①
路
線
バ
ス
を
守
り
、
重
複
し
て
運
行
す
る
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
の
見
直
し
を
図
る
。

②
行
財
政
改
革
の
視
点
で
経
費
削
減
に
努
め
る
。

③
児
童
生
徒
の
通
学
の
足
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

　
運
行
確
保
に
努
め
る
。

　
さ
ら
に
、
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
基
本

方
針
に
基
づ
い
た
「
養
父
市
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
案
」
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、

よ
り
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
重
複
す

　
る
区
間
は
原
則
と
し
て
路
線
バ
ス
を
残
し
、

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
路
線
バ
ス
が
運
行
さ

バ
ス
運
行
の
現
状
と
課
題

行
政
と
市
民
で
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
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れ
て
い
な
い
区
間
に
限
定
す
る
。

②
土
曜
日
や
学
校
休
校
日
の
平
日
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
見
直
す
。

③
利
用
者
の
少
な
い
路
線
や
便
に
つ
い
て
は
効
率
的
な
方

　
法
（
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
隔
日
運
行
の
実
施
な
ど
）
を
検

　
討
す
る
。

④
利
用
者
が
極
端
に
少
な
い
便
は
運
行
の
あ
り
方
に
つ
い

　
て
地
域
と
と
も
に
検
討
す
る
。

⑤
遠
距
離
通
学
の
児
童
・
生
徒
の
通
学
交
通
手
段
に
つ
い

　
て
、
路
線
バ
ス
の
有
効
活
用
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
効
率

　
的
な
運
行
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
運
行
経
費
の
縮
減

　
に
努
め
る
。

　
養
父
市
に
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
満
　
歳
７０

以
上
の
方
、
障
害
者
手
帳
を
所
有
し
て
い
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
市
内
の
路
線
バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
１
回

１
５
０
円
で
利
用
で
き
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
乗
車
証
の
交
付
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
市
役
所
福
祉
課
ま
た
は
各

地
域
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
別
・
路
線

別
に
運
行
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
４
月
か
ら
左

表
の
と
お
り
運
行
体
制
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
の
コ
ミ
バ
ス
運
行
体
制
等

路
線
名

八
鹿
コ
ミ
バ
ス
三
谷
長
寿
線

（
八
鹿
駅
～
三
谷
・
青
山
）

八
鹿
コ
ミ
バ
ス
八
鹿
岩
崎
線

（
八
鹿
駅
～
岩
崎
・
大
江
）

八
鹿
コ
ミ
バ
ス
長
寿
の
郷
線

（
八
鹿
駅
～
い
き
い
き
ド
ー
ム
）

わ
い
わ
い
バ
ス
高
中
線

（
Y
タ
ウ
ン
～
高
中
）

わ
い
わ
い
バ
ス
畑
線

（
Y
タ
ウ
ン
～
畑
上
）

わ
い
わ
い
バ
ス
唐
川
線

（
Y
タ
ウ
ン
～
餅
耕
地
・
唐
川
）

せ
き
の
み
や
ふ
れ
あ
い
バ
ス

（
関
宮
地
域
局
～

ハ
チ
高
原
・
轟
・
鵜
縄
）

変
更
後
の
運
行
体
制
（
抜
粋
）

革
三
谷
・
青
山
～
寄
宮
間
で
の
運
行
と
し
て
い
ま
す
。

革
市
町
村
有
償
輸
送
（
市
が
運
行
主
体
）
と
し
、
地
域
の
自
治
会
に
運
行

　
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

革
寄
宮
～
八
鹿
駅
方
面
は
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

革
月
・
水
・
金
曜
日
は
現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
に
準
じ
た

　
運
行
。
火
・
木
曜
日
は
登
校
日
の
通
学
時
間
帯
の
み
運
行
し
て
い
ま
す
。

革
利
用
者
が
極
端
に
少
な
い
た
め
廃
止
し
ま
し
た
。

革
月
・
水
・
金
曜
日
は
現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
に
準
じ
た

　
運
行
。
火
・
木
曜
日
は
登
校
日
の
通
学
時
間
帯
の
み
運
行
し
て
い
ま
す
。

革
唐
川
線
は
廃
止
し
、
路
線
バ
ス
井
ノ
坪
線
に
一
本
化
し
ま
し
た
。
た
だ

し
、　
唐
川
～
井
ノ
坪
、
餅
耕
地
～
建
屋
診
療
所
間
は
市
町
村
有
償
輸
送

と
し
、　
地
域
の
自
治
会
に
運
行
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

革
路
線
バ
ス
と
乗
り
換
え
の
た
め
の
ダ
イ
ヤ
調
整
を
し
、
出
合
バ
ス
タ
ー

　
ミ
ナ
ル
～
ハ
チ
高
原
・
轟
・
鵜
縄
間
の
み
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

革
通
学
利
用
便
は
関
宮
地
域
局
～
ハ
チ
高
原
・
轟
・
鵜
縄
間
を
運
行
し
て

　
い
ま
す
。（
下
校
時
は
出
合
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
乗
り
換
え
）

コ
ミ
バ
ス
運
行
日

月
・
水
・
金
曜
日

月
・
水
・
金
曜
日
、

火
・
木
曜
日
は
登
校
日

の
み

廃
止

月
・
水
・
金
曜
日
、

火
・
木
曜
日
は
登
校
日

の
み

月
・
水
・
金
曜
日
と
登

校
日
の
火
・
木
曜
日

月
～
金
曜
日

※八鹿駅、Yタウン、関宮地域局方面行きの片道の利用者数。

高
齢
者
等
優
待
乗
車
制
度
を
創
設


